
JVCKW シニアクラブの皆さんへ・・・感謝を込めて・・・

西川 誠之

昭和の東京オリンピック大会開催（1964）年に入社。

2002 年迄勤めました。近況報告いたします。

昨年 4 月まで 2 期・8 間年勤めた「流山市議会議員」を引退し、本格的に老後生活に入

りました。JVC 入社以来、財務課（本社バレー部で活動）・USJVC（5 年間）・東都ビ

クター・貿易本部・JVC ドイツ（7年間）・カラーテレビ事業部・アジア中近東本部を経

て厚生年金基金を最後に定年退社しました。

各セクションでの在任期間は平均５年。家族 5 人での 7 年間のドイツ務めを含めて海外

生活は、息子 3 人に良い経験だったと感謝しています。

2002年退職直後に開催された「FIFAワールドカップ・日韓大会」で、ドイツチームの

警備担当通訳を務め、ブラジルに負けましたが準優勝を勝ち取り、カーン主将・選手とも

ども手を取りあい、抱き合って大統領主催の準優勝会に出られたことがいまだに心に焼き

付いています。本当に Lucky でした。

このために退職直後にビクターの先輩からの外資系の再就職先の推薦をいただいたので

すが、ワールドカップを優先しお断りしました。自分では十分納得した会社人生でした。

その間、米国赴任前に短期間でしたが母校早稲田大学のバレー部コーチ、ドイツから帰

国後、サッカー少年（息子 3 人のうち 2 人）が参加した地元流山市の少年サッカークラブ

の応援団長・会長を 15 年以上務め、地元の自治会役員も務めていました。

現在の流山市長・いざき義治氏の最初の市長選挙（残念ながら惜敗・落選だった）以降

5 期目に挑戦中の現在まで２５年以上に渡って支援しています。彼の２回目の市長選挙再

挑戦の時にいざきさんから、彼にとっては弱い東部地区（小性の居住地）対策として既に

定年退職していた自分に「市長はいざき・市議は西川」と唱って戦いましょうと市議選へ

の出馬を勧められました。退職後でもありその気になり家内を説得して選挙用写真など準

備しましたが、若干の行き違いがありその時は出馬断念。いざき市長当選後も彼のサポー

ターの会の中心で応援していました。出馬断念から 8 年、自身にケジメをつけるべく、改

めていざき市長に市議選出馬の意思を伝え「６9 歳でも出馬する」と申し出で、お陰様で

2 期連続当選を果せました。



振り返ってみると、何故市議会議員に？ですが、現市長の応援もさることながら地元選

出の市議会議員がいても、所属政党の議会報の発行はあるが、選挙の時だけの活動以外何

ら議員個人の議会報告があるわけでなし、ごく限られた地元民優先での活動しかしていな

いなど、市民不在を改善すべし・・が決断の元でした。

自分なりに各方面にわたる分野の関係者（市民）・・早大卒業生・市内バレー/サッカー

関係者、地元自治会/老人会/学校関係父母会・流山シニアクラブ及びＪＶＣ－ОＢの方々

に、市の動向・市長の政策・自分の改革/改善訴求点を報告するとともに、さらなる進展を

模索するために市民の意見を聴取して実施・結果報告することに的を絞りました。

当選後は年 4 回・毎議会での一般質問は MUST と心得、終了後にその都度「ほねぶと

レポート」を発行配布。本来なら毎年 4 回の議会開催・ 8 年間で 32 議会となりますが、

病気入院・スランプ他で未発行もあり A4 ・ B4 複数ページで通算 28 号発行しました。

そしてその周知・報告活動と共に、市内 3 地区（東部２地区と平和台地区）での報告会

をこまめに実施。毎回各会場で参会者は数十人の方々でしたが、報告・意見交換を実施で

きたことが、約束を果たせたなという自分の感慨です。

市政にいろいろと提言し、改良・新規試行を実現出来ましたが、自分一人だけで実現で

きたのではないので、ここでは内容については省略いたします。

その間に JVC シニアクラブ会員として、事務局からのご依頼で、総会の際に退職後の

新たな活動の方向付け・アイデアの一つに「地域活動…市（町）議会議員への立候補」を

取り上げ、それを実現するための準備活動についての経験談をお話したことがありました。

① 退職前からの地域での活動・・・父兄会・自治会・子どもクラブ（スポーツ・文化）

等得意な分野での活動を心がけること。

② 大小を問わず地元の活動に積極的に参加し、中心的立場での活動をすること。

③ 地域の方からのもろもろ相談あればいつでも相談に乗るという前向きな対応。

以上が事前準備で、立候補の目的は・・・私・西川の活動のモットーは「子どもたちに笑

顔を！シニアに安心を！」にすべて集約して訴求しました。

① 地元の皆さんのご意見・ご意向を市長の政策にいかに生かして実現することの約束。

② 市民の皆さんの身近な不具合・不便さあればその是正に努める。

③ 他市との比較を含め、身近で実現すべき改良点あれば実現可能への働きかけ・実施。

④ 常に地元の「子どもたち・高齢者のために！」の配慮を打ち出すことを心がける活動

の訴求。



その背景には、「第２・第３の人生の活動の目的」を地元の皆さんの望んでいる、ない

しは不足していると感じているPOINTの改良・前進を果たしたいという訴えをしっかりす

ることでした。

昨年3月開催の市議会が最後

となりましたが、計らずも 11

月に「市政功労賞」を受賞でき、

受賞者代表としていざき市長よ

り表彰状を受け取ることの栄誉

を受け、締めくくりとなりまし

た。

市民の皆さんに感謝です。

写真は、表彰状授与式の模様

広報ながれやま令和元年 11 月

21 日号からコピー

現在もその延長線上にあり、自治会の役員を未だに継続しており、少年サッカークラブ

顧問として見守り、流山稲門会の創設者・顧問として、また老人会活動を含め地元の方々

への恩返しのつもりで活動しております。

どこまでできるかは、心身の状態次第ですが、自分史の作成にも取り掛かっております。

議員引退を機会にJVCシニアクラブの方々にも色々とご配慮・ご支援いただきました。

ここに改めてご報告を兼ねて認めさせていただきました。

コロナ騒動の最中ですが呉々もご自愛のほど願い上げます。

有難うございました。 完

【シニアクラブ事務局から追記】

以下の写真は、2011 年 4 月の初選挙に臨む出陣式の時のものです。

ここから“ほねぶとオジサン”議員としての活動がはじまりました。文中にもある「ほねぶとレポ

ート」の 28 号も別添するのでご参照ください。

さらに、シニアクラブＨＰにシニアクラブ便りバックナンバーが載っていますが、その中から

23-2 号（流山市議会議員選挙立候補の決意表明）、25-1 号（第 11 回シニアクラブ定期総会で

講演）、27-3 号（再選を果たした報告）もご覧ください。

現在、頭髪もずいぶん白くなったようで、8 年間のご活躍おつかれさまでした。引き続き地域活

動にご尽力されることを期待しております。 ＪＶＣＫＷシニアクラブ事務局長 田代 周










